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全日本モーグルチームが合宿

　全日本スキー連盟フリースタイルスキーモーグルチームは６月
14 日から６月 22 日まで、リステルスキーファンタジアで合宿
を行いました。最終日には、伊藤みき選手（北野建設）ら８人が
ウオータージャンプでエアに磨きをかけました。町ゆかりの遠藤
尚選手（忍建設）、星野純子選手（リステル）はけがのため不参加
となりました。昨シーズンけがから復帰した伊藤選手は「エアの
精度を上げ、ワールドカップで勝ちたい」と話しました。

ウオータージャンプでエアに磨きをかける

ウオータージャンプで技の感触を確かめる伊藤選手

地域との絆を深めるため

ゴミ拾いに参加した青年部員と保育園児ら

町商工会青年部とミニテル保育園児がごみ拾い

　町商工会青年部は６月６日、商工会青年部全国統一事業「絆感
謝運動」の一環として、観音寺川周辺のごみ拾いを行いました。
同青年部員とミニテル保育園児ら約 30 人が参加し、道路脇など
に落ちていたゴミを拾いました。
　町商工会の西村和貴青年部長は「10 月に開催する『懐かしの
沼尻軽便鉄道を訪ねて』ウオーキングイベントに向けて、気持ち
良く参加してもらえるように準備したい」と話しました。

健康増進のため心地よい汗を

　町高齢者スポーツ大会は６月 17 日、カメリーナで開かれまし
た。大会には、町内６地区から 219 人が参加。男女ペアで手を
つなぎ、アイスに見立てた風船を運ぶ「アイスクリームデート」
や、１人のモデルをみんなで着替えさせる「ファッションショー」、
ラグビーボールを棒で転がして進む「ブタ追い競走」など９種目
で争われ、健康増進のため心地よい汗を流しました。地区別では、
翁島地区が優勝、月輪地区が準優勝となりました。

カメリーナで町高齢者スポーツ大会

お互いの息を合わせて走ります

林家たい平さんが来町

　落語家の林家たい平さんは５月 27 日、東京駅発着の旅行企画
「林家たい平と行くラジオバスツアー」のため、約 80 名のツアー
参加者と野口英世記念館を訪れました。同館に隣接する至誠館で
林家さんが登壇しあいさつをすると、会場は爆笑の渦に包まれま
した。林家さんは「世界に誇る野口博士を生んだ猪苗代町。館内
の展示や町の風景を見て、人は環境に育てられるということを改
めて感じた」と訪れた印象を話しました。

親子競争キッズの部で勢いよくスタートする選手

「林家たい平と行くラジオバスツアー」で

426 人が健脚を競う

　町民健康マラソン大会は６月 26 日、町民運動公園で開かれま
した。男女別、年齢別などの 25 部門を繰り広げ、参加した 426
人が健脚を競いました。当日は、時折雨が降るあいにくのコンディ
ションとなりましたが、参加者は全力を尽くしてゴールを目指し
ました。会場では、応援にかけつけた家族や友人らが大きな声援
を送りました。また、町食生活改善推進員により豚汁が振る舞わ
れ、選手らの雨で冷えた体を温めました。

野口記念館を訪れた林家さん（右から２人目）

町民健康マラソン大会

「猪苗代☆食堂」試食会

町内産農産物を活用したメニューを試食する参加者

「オハラ☆ブレイク ’16 夏」出店に向けて

　町内の若者による「猪苗代☆食堂」は６月８日、７月 30 日か
ら天神浜で開催される音楽や食などのカルチャーミックスイベン
ト「オハラ☆ブレイク '16 夏」で提供するメニューの試食会を開
きました。アスパラガスやいなわしろ天のつぶ、そば粉など町内
産の農産物を活用した 15 種類のメニューが並びました。試食会
に参加した渡部敏弘さんは「お客さんに喜んでもらえるよう１年
かけて開発した。さらに味に磨きをかけたい」と話しました。
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消防組織の強化を図るため

　県消防協会猪苗代支部の幹部大会は６月 26 日、学びいなで開
かれ、猪苗代、磐梯両町の消防団幹部ら約 150 人が参加しました。
表彰の伝達では、第４分団分団長の宍戸卯一さんらに表彰状が手
渡されました。大会では、第４分団１部長の鈴木勘一郎さんが「消
防団員が活動しやすい環境をつくり、団員を確保することが重要」
と建議。五十嵐正義支部長は「団員の負担軽減と活動内容の啓発
を図り、団員や地域の人の理解を深めたい」と回答しました。

県消防協会猪苗代支部幹部大会

建議を述べる鈴木さん

青少年の健全育成に尽力

前後町長に受賞を報告した増子さん（中央）

増子惠二さんが功労者知事表彰を報告

　県功労者知事表彰を受賞した増子惠二さん（樋ノ口）は５月 31
日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞の報告を行いました。増子
さんは、ボーイスカウト猪苗代第１団の指導者として、長年にわ
たり青少年の健全育成に尽力。現在は、ボーイスカウト福島連盟
の理事長として、活躍の場を県全体に広げており、社会教育功労
の分野での受賞となりました。増子さんは「受賞は地元の皆さん
の協力のおかげ」と感謝の言葉を述べました。


